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	第１条　技術・標準化分科会　設置要項第３条に基づき、IoTネットワークOAMアドホック（以下「AdHoc」という。）を2017年7月31日 までの期間限定で設置する。
	第２条　AdHocは、IoTネットワークの運用・管理・保守技術に関する動向把握と技術開発、標準化及び普及展開戦略等の検討を短期集中して行うことを目的とする。
	第３条　AdHocのメンバー は、技術・標準化分科会長が指名する。
	２　AdHocには、AdHocリーダーを置く。AdHocリーダーは、技術・標準化分科会長が指名する。

